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物  質  名 N-(2-アミノエチル)-1,2-エタンジアミン ＤＢ－6 

別   名 
ビス(2-アミノエチル)アミン 
ジエチレントリアミン 
β,β’-ジアミノジエチルアミン

C A S 番号 111-40-0 
PRTR 番号 第 1種 17 
化審法番号 2-159 

構 造 式 
 
 

分 子 式 C4H13N3 分 子 量 103.17 
沸 点 207 ℃ 1） 融 点 －39 ℃ 1） 
蒸 気 圧 0.232 mmHg (25℃) 2） 換 算 係 数 1 ppm = 4.22 mg/m3 (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） －1.3 3） 水 溶 性 1×106 mg/L 2） 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 LD50 1,080 mg/kg 4）  
 ラット 経口 LD50 2,330 mg/kg 5）  
 ラット 吸入 LC50 70 mg/m3 (4h) 4）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・Fischer 344ラットに 0、5,000、10,000、25,000、50,000 mg/kg/dayを 14日間混餌投与した結
果、10,000 mg/kg/day以上の群で体重増加の抑制、25,000 mg/kg/day以上の群で摂餌量及び脾
臓重量の減少、50,000 mg/kg/day 群で体重減少を認めた。この結果から、NOEL は 5,000 
mg/kg/dayあるいはそれ以上であった 6）。 
・Fischer 344ラットに 0、0.1、0.75、1.5%(雄で 0、70、530、1,060 mg/kg/day、雌で 0、80、620、

1,210 mg/kg/day)を 90 日間混餌投与した結果、0.75%以上の群で用量に依存した体重増加の
抑制または体重減少、雄で平均赤血球容積及び平均赤血球ヘモグロビン量の増加、雌で血糖

及びアルブミンの減少、平均赤血球容積、白血球数及びリンパ球の増加、尿 pH の上昇、腎
臓及び肝臓の重量増加、1.5%群の雌で副腎の重量増加を認めた。この結果から、NOAEL は
雄で 70 mg/kg/day、雌で 80 mg/kg/dayであった 7）。 
・ウサギに 0、1、10 mg/kg/dayを飲水に添加して 6ヶ月間投与した結果、10 mg/kg/day群では
プロトロンビン活性が対照群の 68％まで低下し、AST及び ALTは対照群の 3倍まで増加し
た。この結果から、NOEL は 1 mg/ kg/dayであった 8）。 
・ネコに 95、190 mg/kg/day を 50日間混餌投与した結果、95 mg/kg/day 以上の群で吐血、下痢、
体重減少、190 mg/kg/dayで 2匹のうちの 1匹が死亡し、血尿、貧血、胃粘膜の傷害を認めた。
この結果から、LOELは 95 m/kg/dayであった 9）。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ ラットに 0、30、100、300 mg/kg/dayを雌では交尾前 2週間から分娩 4日目まで、雄では少
なくとも 4 週間投与した一世代試験の結果、300 mg/kg/day の雄で体重減少、雌で体重増加
の抑制、摂餌量の減少を認めた。また、100 mg/kg/day以上の群で妊娠期間の延長、吸収胚及
び胎仔死亡の増加、出生仔の低体長を認めた。この結果から、NOAELは 30 mg/kg/day であ
った 10）。 
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ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、皮膚、気道に対して腐食性を示し、蒸気を吸入すると肺水腫を起こすことがある。また、

経口摂取すると腐食性を示す。反復してあるいは長期にわたり皮膚に接触すると、皮膚炎、

皮膚の感作、喘息を起こすことがある 11）。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 12） TLV-TWA 1 ppm（4.2 mg/m3）  
 日本産業衛生学会  －  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ウサギの中・長期毒性試験から得られた NOEL 1 mg/kg/day（プロトロ
ビン活性の低下、AST、ALT の増加）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 0.1 
mg/kg/dayを暫定無毒性量として設定する。 
 吸入暴露については、ヒトの TLV-TWA 4.2 mg/m3があるが、これは本物質よりも毒性の低い

エチルアミンの知見をもとにしたものであるため、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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